
告

示

一

実
習
実
施
機
関
の
名
称
、
所
在
地
及
び
実
習
内
容

名

称

所

在

地

実
習
内
容

あ
け
ぼ
の
化
成
株
式
会
社

大
阪
府
柏
原
市
円
明
町
七
百
四
十
一
番
地
の
一

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加

工

二

対
象
と
な
る
者

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
本
邦
に
入
国
す
る
者

第
二
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

土
谷
ゴ
ム
化
成
株
式
会
社

東
京
都
江
戸
川
区
北
小
岩
六
丁
目
七
番
五
号

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
ブ
ル
ー
ジ
ュ

岐
阜
県
瑞
穂
市
穂
積
七
百
八
十
五
番
地
の
一

婦
人
子
供
服
製
造

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
東
北
三
之
橋

宮
城
県
伊
具
郡
丸
森
町
字
寺
内
前
五
十
一
番
地
の

一

機
械
加
工
、
め
っ

き

株
式
会
社
コ
ジ
マ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

愛
知
県
刈
谷
市
井
ケ
谷
町
池
之
浦
八
十
八
番
地

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形

第
二
号
イ
の
表
株
式
会
社
タ
カ
マ
サ
の
項
を
削
る
。

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
タ
カ
マ
サ

千
葉
県
山
武
郡
芝
山
町
大
台
三
千
百
五
十
五
番
地

十
七

鉄
工

平成™›年 月˜—日 月曜日 第œŸŸ™号官 報

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
二
号

平
成
二
十
四
年
八
月
十
三
日
に
ハ
ノ
イ
で
、
円
借
款
の
供
与
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

政
府
と
の
間
の
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け
の
交
換
公
文
に
従
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
に
供
与
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
「
オ
モ
ン
火
力
発
電
所
２
号
機
建
設
計
画
」
及
び
「
南
北
鉄
道
橋
梁り

よ
う

安
全
性
向
上
計
画
」
の
実

施
に
係
る
円
貨
に
よ
る
借
款
の
支
出
期
間
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
と
の

間
の
合
意
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
二
十
九
年
四
月
三
十
日
及
び
平
成
二
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
延
長
さ
れ
る
旨
の

口
上
書
の
交
換
が
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
三
十
号

指
定
講
習
機
関
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
一
号
）第
五
条
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

国
家
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
講
習
を
定
め
る
件
（
平
成

十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

松
原

仁

「
新
任
運
転
適
性
指
導
員
研
修
」
の
下
に
「
又
は
取
消

処
分
者
講
習
指
導
員
（
一
般
）
研
修
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
復
興
庁
告
示
第
四
号

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日
付
け
で
認
定
し
た
復

興
推
進
計
画
（
三
沢
市
復
興
推
進
計
画
（
認
定
番
号
青
森

第
二
号
））に
係
る
指
定
金
融
機
関
を
平
成
二
十
四
年
八
月

三
十
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
告
示
す

る
。平

成
二
十
四
年
九
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
九
番
一
号

〇
復
興
庁
告
示
第
五
号

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法

律
第
百
二
十
二
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
六
日
付
け
で
認
定
し
た
復

興
推
進
計
画
（
三
沢
市
復
興
推
進
計
画
（
認
定
番
号
青
森

第
二
号
））に
係
る
指
定
金
融
機
関
を
平
成
二
十
四
年
八
月

三
十
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
告
示
す

る
。平

成
二
十
四
年
九
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
み
ち
の
く
銀
行

二

住
所

青
森
県
青
森
市
勝
田
一
丁
目
三
番
一
号

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
二
号

兵
庫
県
加
西
市
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一
部
が
滅

失
し
た
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川
端

達
夫

兵
庫
県
加
西
市
鍛
治
屋
町
二
百
五
十
九
番
地

河
月

久

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書
の

規
定
に
基
づ
き
、
同
号
本
文
を
適
用
し
な
い
技
能
実
習
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
十
一
号
た
だ
し
書
の

規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
七
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川
端

達
夫

第
一
号
の
表
中
「
被
服
製
造
」
を
「
ニ
ッ
ト
製
品
製
造
」
に
改
め
る
。

第
二
号
中
「
平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
十
月
十
六
日
」
を
「
平
成
二
十
四
年
十
月
十
七
日
か
ら

三
年
を
経
過
す
る
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川
端

達
夫

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
七
十
八
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
八
月
十
九
日
法
務
省
告
示
第
四
百
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日

法
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川
端

達
夫
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